
（第17467号）東 京 都 公 報令和3年11月26日（金曜日）

�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

告

示

○
都
市
計
画
の
変
更
（
四
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
都
市
づ
く

り
政
策
部
土
地
利
用
計
画
課
・
都
市
基
盤
部
交
通
企
画
課
）…
�

○
都
市
計
画
の
決
定
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
書
等

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課
）…
�

○
土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
区

域
の
指
定
…
…
…（
環
境
局
環
境
改
善
部
化
学
物
質
対
策
課
）…
�

○
港
湾
施
設
の
供
用
中
止
期
間
の
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
港
湾
局
港
湾
経
営
部
経
営
課
）…
�

告

示
（
海
区
漁
調
）

○
東
京
海
区
に
お
け
る
浮
き
は
え
縄
漁
業
の
制
限
…
…
…
…
…
…
�

○
東
京
海
区
に
お
け
る
釣
漁
法
の
制
限
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
�

公

告

○
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
縦
覧
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備
部
区
画
整
理
課
）…
�

○
東
京
都
日
影
に
よ
る
中
高
層
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
関

す
る
条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
区
域
の
範
囲
の
変
更
…
…

…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
建
築
企
画
課
）…
�

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
完
了
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…（
都
市
整
備
局
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
開
発
指
導
第
一
課
）…
�

○
東
京
都
労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
の
氏
名
等
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
都
労
働
委
員
会
）…
�

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
用
途
地
域
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
用

途
地
域

第
一
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域

変
更
す
る
部
分

荒
川
区
東
日
暮
里
五
丁
目
地
内

第
二
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域

変
更
す
る
部
分

荒
川
区
西
日
暮
里
二
丁
目
、
西
日
暮
里

三
丁
目
、
西
日
暮
里
五
丁
目
、
南
千
住

三
丁
目
及
び
南
千
住
八
丁
目
各
地
内

第
一
種
住
居
地

域

削
除
す
る
部
分

品
川
区
広
町
二
丁
目
地
内

変
更
す
る
部
分

荒
川
区
荒
川
八
丁
目
、
西
日
暮
里
四
丁

目
、
西
日
暮
里
五
丁
目
、
西
尾
久
三
丁

目
、
西
尾
久
五
丁
目
、
西
尾
久
六
丁
目
、

西
尾
久
七
丁
目
、
西
尾
久
八
丁
目
、
町

屋
四
丁
目
、
町
屋
五
丁
目
、
東
尾
久
六

丁
目
、
東
尾
久
七
丁
目
、
南
千
住
三
丁

目
、
南
千
住
四
丁
目
、
南
千
住
六
丁
目

及
び
南
千
住
八
丁
目
各
地
内

第
二
種
住
居
地

域

変
更
す
る
部
分

荒
川
区
南
千
住
八
丁
目
地
内

近
隣
商
業
地
域

変
更
す
る
部
分

荒
川
区
荒
川
一
丁
目
、
荒
川
三
丁
目
、

西
日
暮
里
二
丁
目
、
西
日
暮
里
三
丁
目
、

西
日
暮
里
六
丁
目
、
西
尾
久
一
丁
目
、

西
尾
久
二
丁
目
、
西
尾
久
三
丁
目
、
西

尾
久
四
丁
目
、
西
尾
久
五
丁
目
、
町
屋

三
丁
目
、
町
屋
四
丁
目
、
町
屋
五
丁
目
、

町
屋
六
丁
目
、
東
日
暮
里
一
丁
目
、
東

日
暮
里
二
丁
目
、
東
尾
久
一
丁
目
、
東

尾
久
二
丁
目
、
東
尾
久
三
丁
目
、
東
尾

久
五
丁
目
、
東
尾
久
六
丁
目
、
東
尾
久

七
丁
目
、
東
尾
久
八
丁
目
、
南
千
住
一

丁
目
、
南
千
住
五
丁
目
及
び
南
千
住
六

丁
目
各
地
内

商
業
地
域

削
除
す
る
部
分

品
川
区
広
町
二
丁
目
地
内

変
更
す
る
部
分

荒
川
区
荒
川
一
丁
目
、
荒
川
三
丁
目
、

荒
川
四
丁
目
、
西
日
暮
里
一
丁
目
、
西

日
暮
里
二
丁
目
、
西
日
暮
里
三
丁
目
、

西
日
暮
里
四
丁
目
、
西
日
暮
里
五
丁
目
、

西
日
暮
里
六
丁
目
、
西
尾
久
一
丁
目
、

西
尾
久
四
丁
目
、
町
屋
一
丁
目
、
町
屋

二
丁
目
、
町
屋
三
丁
目
、
町
屋
六
丁
目
、

町
屋
七
丁
目
、
町
屋
八
丁
目
、
東
日
暮

里
一
丁
目
、
東
日
暮
里
二
丁
目
、
東
日

暮
里
三
丁
目
、
東
日
暮
里
四
丁
目
、
東

日
暮
里
五
丁
目
、
東
日
暮
里
六
丁
目
、

東
尾
久
一
丁
目
、
東
尾
久
二
丁
目
、
東

尾
久
三
丁
目
、
東
尾
久
四
丁
目
、
東
尾

久
五
丁
目
、
東
尾
久
六
丁
目
、
東
尾
久

八
丁
目
、
南
千
住
一
丁
目
、
南
千
住
二

丁
目
、
南
千
住
三
丁
目
、
南
千
住
四
丁

目
、
南
千
住
五
丁
目
、
南
千
住
六
丁
目
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及
び
南
千
住
七
丁
目
各
地
内

準
工
業
地
域

追
加
す
る
部
分

品
川
区
広
町
二
丁
目
地
内

変
更
す
る
部
分

荒
川
区
荒
川
一
丁
目
、
荒
川
二
丁
目
、

荒
川
三
丁
目
、
荒
川
七
丁
目
、
荒
川
八

丁
目
、
西
日
暮
里
一
丁
目
、
西
日
暮
里

二
丁
目
、
西
日
暮
里
五
丁
目
、
西
日
暮

里
六
丁
目
、
西
尾
久
一
丁
目
、
西
尾
久

二
丁
目
、
西
尾
久
三
丁
目
、
西
尾
久
四

丁
目
、
西
尾
久
五
丁
目
、
西
尾
久
六
丁

目
、
西
尾
久
七
丁
目
、
西
尾
久
八
丁
目
、

町
屋
一
丁
目
、
町
屋
四
丁
目
、
町
屋
五

丁
目
、
町
屋
六
丁
目
、
町
屋
七
丁
目
、

町
屋
八
丁
目
、
東
日
暮
里
一
丁
目
、
東

日
暮
里
二
丁
目
、
東
日
暮
里
三
丁
目
、

東
日
暮
里
四
丁
目
、
東
日
暮
里
五
丁
目
、

東
日
暮
里
六
丁
目
、
東
尾
久
一
丁
目
、

東
尾
久
二
丁
目
、
東
尾
久
三
丁
目
、
東

尾
久
六
丁
目
、
東
尾
久
七
丁
目
、
東
尾

久
八
丁
目
、
南
千
住
一
丁
目
、
南
千
住

二
丁
目
、
南
千
住
三
丁
目
、
南
千
住
四

丁
目
、
南
千
住
五
丁
目
、
南
千
住
六
丁

目
、
南
千
住
七
丁
目
及
び
南
千
住
八
丁

目
各
地
内

工
業
地
域

変
更
す
る
部
分

荒
川
区
荒
川
一
丁
目
、
荒
川
八
丁
目
、

町
屋
五
丁
目
、
町
屋
六
丁
目
、
町
屋
七

丁
目
、
町
屋
八
丁
目
、
東
尾
久
七
丁
目
、

東
尾
久
八
丁
目
、
南
千
住
三
丁
目
及
び

南
千
住
六
丁
目
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
並
び
に
品
川
区
役
所
及
び
荒

川
区
役
所

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
一
団
地
の
官
公
庁
施
設
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
一

団
地
の
官
公
庁
施

設
霞
が
関
団
地
一

団
地
の
官
公
庁

施
設

削
除
す
る
部
分

千
代
田
区
隼
町
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
地
区
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
地

区
計
画

豊
洲
二
・
三
丁

目
地
区
地
区
計

画

変
更
す
る
部
分

江
東
区
豊
洲
二
丁
目
及
び
豊
洲
三
丁
目

各
地
内

二

縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
及
び
江
東
区
役
所

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
都

市
高
速
鉄
道

西
武
鉄
道
新
宿

線

追
加
す
る
部
分

杉
並
区
下
井
草
五
丁
目
、
上
井
草
一
丁

目
、
上
井
草
二
丁
目
、
上
井
草
三
丁
目
、

井
草
五
丁
目
、
練
馬
区
下
石
神
井
四
丁

目
、
上
石
神
井
一
丁
目
、
上
石
神
井
二

丁
目
、
上
石
神
井
四
丁
目
、
関
町
東
一

丁
目
、
関
町
東
二
丁
目
、
関
町
北
一
丁

目
、
関
町
北
二
丁
目
、
関
町
北
三
丁
目

及
び
関
町
北
四
丁
目
各
地
内

削
除
す
る
部
分

新
宿
区
新
宿
三
丁
目
、
歌
舞
伎
町
一
丁

目
、
百
人
町
一
丁
目
、
百
人
町
二
丁
目
、

大
久
保
三
丁
目
、
高
田
馬
場
一
丁
目
、

高
田
馬
場
二
丁
目
、
豊
島
区
高
田
三
丁

目
、
新
宿
区
下
落
合
一
丁
目
、
上
落
合
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一
丁
目
、
上
落
合
二
丁
目
、
中
落
合
一

丁
目
、
中
井
一
丁
目
、
中
野
区
上
高
田

五
丁
目
、
松
が
丘
一
丁
目
、
松
が
丘
二

丁
目
、
沼
袋
一
丁
目
、
沼
袋
三
丁
目
、

野
方
四
丁
目
、
野
方
六
丁
目
、
鷺
宮
一

丁
目
、
鷺
宮
三
丁
目
、
鷺
宮
四
丁
目
、

鷺
宮
六
丁
目
、
杉
並
区
下
井
草
二
丁
目
、

下
井
草
三
丁
目
、
下
井
草
四
丁
目
、
下

井
草
五
丁
目
、
上
井
草
一
丁
目
、
上
井

草
二
丁
目
、
上
井
草
三
丁
目
、
練
馬
区

下
石
神
井
四
丁
目
及
び
上
石
神
井
一
丁

目
各
地
内

二

縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
を
決
定
し
た
の
で
、
同
法

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
地

区
計
画

広
町
地
区
地
区

計
画

品
川
区
広
町
二
丁
目
、
大
井
一
丁
目
及
び

二
葉
一
丁
目
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
及
び
品
川
区
役
所

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
西
東
京
都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
を
決
定
し
た
の
で
、

同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

西
東
京
都
市
計
画

都
市
高
速
鉄
道

西
武
鉄
道
新
宿

線

追
加
す
る
部
分

西
東
京
市
東
伏
見
一
丁
目
、
東
伏
見
二

丁
目
、
東
伏
見
三
丁
目
、
富
士
町
四
丁

目
及
び
柳
沢
一
丁
目
各
地
内

二

縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
三
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
西
武
鉄
道
新
宿
線
（
井
荻
駅
〜
西
武
柳
沢
駅
間
）
連
続

立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
及
び
そ
の
概
要
の
提

出
が
あ
っ
た
の
で
、
条
例
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都

東
京
都
知
事

小
池

百
合
子

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

西
武
鉄
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

喜
多
村

樹
美
男

埼
玉
県
所
沢
市
く
す
の
き
台
一
丁
目
十
一
番
地
の
一

二

対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

西
武
鉄
道
新
宿
線
（
井
荻
駅
〜
西
武
柳
沢
駅
間
）
連
続
立
体
交

差
事
業

鉄
道
の
改
良

三

対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

対
象
事
業
は
、
西
武
鉄
道
新
宿
線
の
井
荻
駅
か
ら
西
武
柳
沢
駅

ま
で
の
約
五
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を
連
続
立
体
交
差
化
す

る
も
の
で
あ
る
。

四

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論
の
概
要

事
業
者
は
、
騒
音
・
振
動
、
土
壌
汚
染
、
日
影
、
電
波
障
害
、

景
観
、
史
跡
・
文
化
財
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
及
び
廃

棄
物
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
論
は
別
記
の
と
お
り
で
あ

る
。

五

評
価
書
の
縦
覧

㈠

期
間

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
日
ま
で
。

た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。

㈡

時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢

場
所

ア

杉
並
区
環
境
部
環
境
課

杉
並
区
阿
佐
谷
南
一
丁
目
十
五
番
一
号
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イ

練
馬
区
環
境
部
環
境
課

練
馬
区
豊
玉
北
六
丁
目
十
二
番
一
号

ウ

西
東
京
市
み
ど
り
環
境
部
環
境
保
全
課

西
東
京
市
泉
町
三
丁
目
十
二
番
三
十
五
号

エ
コ
プ
ラ
ザ

西
東
京

エ

東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

オ

東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号

東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階
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◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
四
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お

り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い

う
。
）
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

別
図
の
と
お
り
（
北
区
豊
島
六
丁

目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合

ひ

物
並
び
に
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物

三

規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物
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◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
五
号

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三

号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
四
百
二
十

二
号
で
供
用
を
中
止
し
た
港
湾
施
設
の
う
ち
、
次
の
施
設
に
つ
い
て
、

供
用
中
止
期
間
を
変
更
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

種
類

名
称

規
模

所
在
地

期

間

変
更
前

変
更
後

桟
橋

晴
海
ふ

頭
桟
橋

七
六
九
・

六
八
メ
ー

ト
ル
の
う

ち
四
五
六

・
〇
〇
メ

ー
ト
ル

中
央
区
晴

海
五
丁
目

四
番
地
先

令
和
三
年

三
月
二
十

二
日
か
ら

同
年
十
二

月
三
十
一

日
ま
で

令
和
三
年

三
月
二
十

二
日
か
ら

同
年
十
一

月
二
十
八

日
ま
で

同
右

同
右

七
六
九
・

六
八
メ
ー

ト
ル
の
う

ち
三
一
三

・
六
八
メ

ー
ト
ル

同
右

令
和
三
年

四
月
一
日

か
ら
同
年

十
二
月
三

十
一
日
ま

で

令
和
三
年

四
月
一
日

か
ら
同
年

十
一
月
二

十
八
日
ま

で

告

示
（
海
区
漁
調
）

◉
東
京
漁
調
指
示
第
九
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
海
区
（
伊
豆
諸
島
海
域
に
限

る
。
）
に
お
け
る
浮
き
は
え
縄
漁
業
（
以
下
「
こ
の
漁
業
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
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東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

有

元

貴

文

（
禁
止
操
業
）

一

こ
の
漁
業
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

㈠

令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の

大
島
、
利
島
、
新
島
（
鵜
渡
根
島
及
び
地
内
島
を
含
む
。
）
、

式
根
島
、
神
津
島
（
恩
馳
島
及
び
銭
洲
を
含
む
。
）
、
三
宅
島

（
大
野
原
島
を
含
む
。
）
、
御
蔵
島
（
藺
灘
波
島
を
含
む
。
）
、

八
丈
島
（
八
丈
小
島
を
含
む
。
）
、
青
ケ
島
、
ベ
ヨ
ネ
ー
ス
列

岩
、
須
美
寿
島
、
鳥
島
及
び
孀
婦
岩
の
各
最
大
高
潮
時
海
岸
線

か
ら
三
海
里
以
内
の
海
域
並
び
に
大
室
出
し
、
高
瀬
、
ひ
ょ
う

た
ん
瀬
、
渡
り
瀬
、
黒
瀬
及
び
新
黒
瀬
（
中
ノ
黒
瀬
を
含

む
。
）
に
お
け
る
操
業

㈡

総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
以
上
の
船
舶
を
使
用
す
る
操
業

（
承
認
操
業
）

二

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未
満
の
船
舶
を
使
用
し
て
こ

の
漁
業
を
操
業
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
船
舶
ご
と
に
東
京
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
承
認
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈠

承
認
の
対
象
船
舶

ア

こ
れ
ま
で
東
京
海
区
に
お
い
て
、
操
業
の
実
績
を
有
す
る

船
舶
で
あ
っ
て
、
委
員
会
が
漁
業
調
整
上
支
障
が
な
い
と
認

め
た
も
の

イ

委
員
会
が
特
に
認
め
た
船
舶

ウ

試
験
研
究
機
関
の
船
舶

㈡

承
認
隻
数

こ
の
漁
業
の
承
認
で
き
る
隻
数
の
最
高
限
度
は
百
二
十
一
隻

と
し
、
都
県
別
の
隻
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

東
京
都

三
十
五
隻

静
岡
県

十
一
隻

神
奈
川
県

六
隻

千
葉
県

五
十
七
隻

そ
の
他
の
県

十
二
隻

㈢

操
業
方
法
等

ア

操
業
の
際
、
既
に
投
縄
し
て
あ
る
漁
具
又
は
投
縄
し
よ
う

と
す
る
船
舶
か
ら
少
な
く
と
も
一
海
里
以
上
の
間
隔
を
と
る

こ
と
。

イ

突
棒
漁
業
、
ひ
き
縄
漁
業
、
底
魚
一
本
釣
漁
業
及
び
流
し

刺
し
網
漁
業
が
操
業
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
操
業
を
妨

げ
て
は
な
ら
な
い
。

ウ

夜
間
に
操
業
す
る
場
合
は
、
漁
具
の
両
端
と
中
央
部
に
鮮

明
な
浮
標
灯
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

エ

漁
具
に
は
少
な
く
と
も
二
箇
所
以
上
、
船
名
を
明
記
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

オ

新
黒
瀬
漁
場
の
北
端
か
ら
南
の
八
丈
島
周
辺
海
域
で
一
度

に
操
業
で
き
る
船
舶
は
、
千
葉
県
所
属
船
に
あ
っ
て
は
二
十

隻
以
内
、
そ
の
他
の
県
の
所
属
船
に
あ
っ
て
は
五
隻
以
内
と

し
、
輪
番
操
業
を
認
め
る
も
の
と
す
る
。

カ

八
丈
島
周
辺
海
域
で
輪
番
操
業
す
る
船
舶
は
、
㈣
に
定
め

る
操
業
旗
章
の
ほ
か
に
委
員
会
が
別
に
定
め
る
輪
番
旗
を
掲

揚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

キ

八
丈
島
周
辺
海
域
で
操
業
し
よ
う
と
す
る
船
舶
は
、
あ
ら

か
じ
め
八
丈
島
漁
業
無
線
局
（
一
ワ
ッ
ト
二
十
七
メ
ガ
ヘ
ル

ツ
）
を
通
じ
て
地
元
漁
協
と
連
絡
を
と
り
ト
ラ
ブ
ル
の
回
避

に
努
め
る
こ
と
。

㈣

承
認
書
の
備
付
け
及
び
操
業
旗
章
の
掲
揚

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
操
業
の
際
使
用
す
る
船

舶
ご
と
に
、
委
員
会
が
交
付
し
た
承
認
書
を
所
持
す
る
と
と
も

に
、
委
員
会
が
別
に
定
め
る
操
業
旗
章
を
掲
揚
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

㈤

操
業
実
績
報
告
書
の
提
出
義
務

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
船
舶
ご
と
に
、
令
和
四

年
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
委
員
会
が
別
に
定
め
る
操
業
実
績
報

告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈥

取
扱
要
領

こ
の
指
示
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
操
業
の
承
認
に
関
す
る

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
に
委
員
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
指
示
の
有
効
期
間
）

三

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
五

月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

◉
東
京
漁
調
指
示
第
十
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
海
区
に
お
け
る
釣
漁
法
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

有

元

貴

文

（
釣
漁
法
の
禁
止
）

一

大
島
、
利
島
、
新
島
（
鵜
渡
根
島
及
び
地
内
島
を
含
む
。
）
、

式
根
島
、
神
津
島
（
恩
馳
島
及
び
銭
洲
を
含
む
。
）
、
三
宅
島

（
大
野
原
島
を
含
む
。
）
、
御
蔵
島
（
藺
灘
波
島
を
含
む
。
）
、

八
丈
島
（
八
丈
小
島
を
含
む
。
）
、
青
ケ
島
、
ベ
ヨ
ネ
ー
ス
列
岩
、

須
美
寿
島
、
鳥
島
及
び
孀
婦
岩
の
各
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
千
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五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
海
域
に
お
い
て
は
、
い
き
え
さ
（
餌
虫
類

を
除
く
。
）
を
使
用
し
て
、
あ
か
は
た
及
び
か
さ
ご
を
釣
獲
し
て

は
な
ら
な
い
。

（
指
示
の
有
効
期
間
）

二

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
三
年
十
二
月
七
日
か
ら
令
和

四
年
十
二
月
六
日
ま
で
と
す
る
。

公

告

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
縦
覧
に
つ
い
て

東
京
都
市
計
画
事
業
新
宿
駅
直
近
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事

業
計
画
を
変
更
す
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法

律
第
百
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

縦
覧
期
間

令
和
三
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間

二

縦
覧
場
所

中
野
区
中
野
一
丁
目
二
番
五
号

東
京
都
第
二
市
街
地
整
備
事
務
所

三

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

東
京
都
日
影
に
よ
る
中
高
層
建
築
物
の
高
さ
の
制
限

に
関
す
る
条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
区
域
の
範
囲
の

変
更
に
つ
い
て

東
京
都
日
影
に
よ
る
中
高
層
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
関
す
る
条

例
（
昭
和
五
十
三
年
東
京
都
条
例
第
六
十
三
号
）
第
三
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
条
例
別
表
第
二

二
十
の
項
の
区
域
欄
に
掲
げ
る
区
域

の
う
ち
、
町
又
は
字
の
地
内
の
区
域
に
つ
い
て
、
そ
の
範
囲
を
変
更

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

変
更
す
る
区
域

品
川
区
広
町
二
丁
目
の
地
内

二

変
更
年
月
日

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

三

縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
建
築

企
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
三
階
南

側
）

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

立
川
市
若
葉
町
一
丁
目
二
番
十
九

立
川
市
泉
町
九
百
三
十
五
番
地

の
二
十
八

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

支
配
人

稲
村

敏
伸

東
京
都
労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
の
氏
名
等

に
つ
い
て

労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
２１年

勅
令
第
４７８号

）
第
４
条

の
規
定
に
よ
り
、
東
京
都
労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
の
氏
名
、

閲
歴
等
を
下
記
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
３
年
１１月

２６日

東
京
都
労
働
委
員
会

会
長

金
井

康
雄
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